
，、
シ

六
七
五

す

る

o

古

い

名

目

で

あ

ら

う

o

多

か

っ

た

o

バ

シ

ョ

ウ

シ

ョ

ウ

ソ

タ

シ

ユ

ウ

芭

鷲

消

息

集

ハ
シ
ヅ
メ
ノ
ハ
シ
橋
爪
の
橋
金
持
域
内
橋
爪
一
ハ
シ
ノ
マ
ツ
は
L
の
松
一
一
跡
。
俳
人
自
来
著
。
一
ハ
シ
モ
ト
ソ
ウ
ザ
Z
号
ン
橋
本
惣
左
衛
門
生
一
一
加
。
閲
覧
者
。
芭
蕉
の
消
息
に
し
て
、
加
賀
・
能

門
附
涯
の
こ
，
丸
・
三

J

丸
聞
の
盟
援
に
架
し
た
橋
を
一
序
は
丁
丑
季
春
迫
遊
間
主
人
東
志
、
及
び
貨
隠
七
丁
一
闘
は
尾
張
。
知
行
三
百
石
。
加
賀
滞
初
の
御
大
工
で
一
菅
・
越
中
三
闘
の
申
に
あ
る
も
の
を
集
め
て
あ
る
o

い
う
た
o
も
と
橋
の
爪
に
あ
る
門
を
橋
爪
門
と
名
づ
一
丑
中
春
野
木
路
自
来
。
束
志
は
加
賀
の
俳
人
で
あ
る
一
あ
る
。
一
序
に
天
明
丙
午
夏
六
周
志
陽
錦
域
外
束
誤
岩
第
三
と

け
た
か
ら
、
そ
の
門
の
傍
に
あ
る
橋
を
橋
爪
の
橋
と
一
と
い
ふ
が
、
自
来
の
俸
は
明
ら
か
で
な
い
。
書
中
に
一
ハ
シ
モ
ト
チ
カ
ナ
ガ
橋
本
涯
長
遺
稿
卒
左
衛
一
あ
る
。
同
年
霜
周
京
枝
檎
兵
衛
・
菊
屋
太
兵
衛
寂
。

い
ふ
に
芸
っ
た
。
一
多
く
千
代
及
び
瑚
涼
の
作
を
牧
め
、
奥
に
寛
政
十
二
一
門
。
事
保
十
九
年
尖
三
郎
長
貞
の
越
知
四
百
石
を
鶴
一
バ
シ
ョ
ウ
ド
ウ
ザ
ン
ダ
イ
タ
シ
ユ
ウ
芭
蕉
金
三

ハ
シ
ヅ
メ
ノ
日
夕
ダ
僑
瓜
則
忠
逝
群
太
兵
衛
・
一
年
仲
秋
鴛
橋
越
と
し
て
、
千
代
尼
の
泡
話
を
載
せ
る
。
一
い
だ
が
、
質
勝
七
年
不
行
跡
を
以
て
逼
塞
を
命
ぜ
ら
一
代
句
集
こ
加
。
芭
蕉
堂
闘
更
・
蒼
札
・
千
島
三
人
の

直
記
。
箆
隠
元
年
笑
左
太
夫
敬
忠
の
越
知
四
百
行
を
一
鷺
織
と
い
ふ
の
は
闘
裏
門
の
そ
れ
で
あ
る
ら
し
い
と
一
れ
、
十
三
年
縮
既
に
入
り
、
明
和
元
年
三
周
知
行
を
一
句
集
で
、
同
六
代
公
成
が
饗
し
た
も
の
で
あ
る
。
安

受
け
、
大
小
勝
ソ
表
小
持
・
奥
小
将
に
限
任
し
た
が
、
一
い
ふ
o
本

替

は

上

梓

せ

ら

れ

た

か

否

か

明

ら

か

で

な

一

召

放

さ

れ

た

。

一

政

六

宋

霜

降

局

保

質

序

、

己

未

仲

冬

芳

麓

可

犠

段

。

十

三

年

四

周

回

目

前

町

霊

敬

の

時

務

に

供

壌

中

不

都

一

ぃ

。

一

ハ

シ

号

ト

チ

プ

ザ

Z

号
ン
橋
本
治
部
左
衛
門
一
南
無
庵
磁
版
。

合
の
こ
と
あ
り
、
同
舟
七
日
流
刑
を
命
ぜ
ら
れ
、
八
一
ハ
シ
バ
マ
チ
橋
場
町
金
…
持
活
町
筋
町
側
附
に
、
一
寛
永
九
年
前
回
利
常
に
仕
へ
て
四
百
石
を
受
け
、
子
一
ハ
シ
ラ
ヲ
ジ
結
尾
地
鳳
至
郡
東
山
の
内
の
小

用
十
六
日
渡
足
し
、
明
和
三
年
十
二
周
サ
四
日
記
腕
一
『
五
拾
五
間
四
尺
、
俄
場
町
』
と
あ
っ
て
、
こ
れ
は
枯
一
孫
世
々
滞
に
仕
へ
た
が
、
八
代
平
左
衛
門
廷
授
に
豆
一
字
。

で
夜
し
た
o
そ
の
子
長
太
郎
忠
泊
、
翌
四
年
別
に
新
一
木
橋
か
ら
浅
野
川
橋
爪
ま
で
の
関
数
で
あ
る
。
元
勝
一
っ
て
絶
え
た
。
一
ハ
シ
日
走
り
務
政
時
代
の
走
り
は
村
邑
の
使

知
百
一
位
を
賜
う
て
組
外
に
列
し
た
。
一
九
年
の
本
町
肝
煎
裁
許
附
に
も
、
『
庖
制
限
町
・
橋
揚
町
』
一
ハ
シ
モ
ト
ユ
ウ
ヨ
タ
ザ
イ
橋
本
幽
谷
癒
鳳
一
牢
・
一
丁
で
、
名
高
持
の
小
百
姓
又
は
頑
張
り
か
ら
、
一
村

ハ
シ
ヅ
メ
プ
橋
爪
武
加
賀
務
士
阿
国
師
山
の
一
と
記
紙
し
、
坊
聞
で
は
懸
作
・
り
と
呼
ん
だ
。
一
部
穴
水
の
人
。
諮
癖
長
右
衛
門
。
刀
圭
を
業
と
し
、
一
一
二
名
を
選
び
、
肝
煎
の
使
役
に
任
じ
た
o
村
方
で

宏
子
。
安
政
近
年
生
。
十
五
歳
栂
爪
芳
一
厄
に
警
枯
れ
一
ハ
ジ
マ
サ
タ
ダ
土
師
正
忠
遇
制
柄
小
右
衛
門
。
一
詩
文
を
皆
川
棋
附
に
皐
び
、
傍
ら
丹
背
に
親
し
み
、
一
選
任
し
、
除
荷
を
以
て
給
米
を
支
排
す
る
が
、
そ
の

て
そ
の
嗣
と
な
っ
た
o
明
治
十
年
の
頃
響
調
一
臆
巡
査
一
初
蹄
正
治
o
E
一
服
の
弟
。
延
資
六
年
滞
に
仕
へ
て
二
一
最
も
戟
闘
の
賦
を
描
く
に
長
じ
、
叉
彫
刻
を
能
〈
し
一
絵
米
を
走
・
り
恩
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。
郡
に
よ
り
走

で
あ
っ
た
が
、
尖
の
病
に
よ
っ
て
闘
に
腕
。
、
十
一
一
豆
乳
十
石
を
領
し
、
大
小
勝
組
に
鴎
し
て
右
鑑
の
職
一
た
o
文
化
九
年
六
用
十
七
日
入
十
二
歳
を
以
て
夜
。
一
り
を
ア
ル
キ
又
は
パ

y
ド
ウ
と
呼
ぶ
所
・
も
あ
っ
た
。

年
更
に
上
京
し
て
審
議
大
久
保
利
活
暗
殺
の
奔
践
に
一
に
話
。
、
正
徳
五
年
入
居
十
日
夜
し
た
o
子
孫
滞
に
一
バ
シ
ヤ
タ
馬
借
馬
を
使
役
し
て
駄
貨
を
得
る
一
ハ
シ
リ
イ
リ
走
入

h
w

沼
咋
郡
邑
知
院
に

奥
・
り
、
島
凶
一
良
等
が
失
敗
の
後
一
持
壊
の
任
に
枯
ら
一
悦
製
す
る
。
一
者
、
即
ち
馬
方
を
馬
借
と
い
う
た
。
十
二
加
御
定
書
一
鴎
ず
る
部
務
。

ん
こ
と
を
約
し
て
金
揮
に
潜
隠
し
て
ゐ
た
。
阪
に
し
一
ハ
ジ
マ
サ
ツ
ネ
土
師
豆
腐
遇
稿
清
太
夫
。
究
一
に
載
せ
た
覧
永
三
年
加
賀
郡
奉
行
か
ら
の
言
上
書
一
ハ
シ
リ
デ
走
出
回
東
部
櫛
出
庄
に
関
す
る
部

て
一
良
等
の
行
動
響
碇
の
疑
ふ
既
と
な
り
、
探
索
願
一
左
府
一
助
は
浪
人
で
あ
っ
た
。
消
太
夫
江
戸
の
大
橋
重
一
に
、
『
私
共
支
配
三
部
指
摘
方
馬
借
、
近
年
商
人
荷
物
致
一
務
。
佐
古
は
門
前
・
消
水
と
共
に
諮
問
村
の
内
で
あ
っ

る
殿
な
る
を
以
亡
、
水
野
生
鴻
等
の
勧
告
に
凶
り
一
一
政
の
書
風
を
胤
帯
び
て
一
家
を
儒
し
、
前
回
綱
紀
に
聴
一
減
少
、
停
馬
荷
物
次
第
多
館
成
、
馬
借
共
並
荷
問
屋
一
た
と
い
ふ
。
能
登
名
跡
志
に
、
『
走
出
村
、
寺
ロ
抑
制
き

旦
路
恕
し
て
時
畿
を
符
た
し
め
ん
と
欲
し
、
五
周
十
一
せ
ら
れ
て
、
機
一
四
百
石
を
受
け
、
右
僚
を
取
と
し
た
。
一
必
死
と
潤
色
無
御
座
難
儀
仕
候
。
』
な
ど
L
見
え
る
o
一
に
て
十
村
役
あ
り
。
諸
問
氏
な
り
o
』
と
あ
る
o
寺
口

一
一
日
金
棒
を
渡
し
て
東
海
道
を
上
っ
た
が
ご
出
松
に
一
元
隊
十
年
管
家
不
審
問
答
の
箸
が
あ
り
、
十
一
年
一
銀
。
一
バ
シ
ョ
ウ
オ
ウ
キ
マ
イ
サ
イ
タ
ム
ケ
チ
ョ
ウ
富
一
は
門
前
に
閉
じ
い
。

至
っ
て
院
に
事
の
途
げ
た
る
を
聞
き
、
金
縛
に
蹄
り
一
子
採
滞
に
世
襲
す
る
。
一
策
翁
忌
毎
歳
手
向
慎
一
般
。
能
菅
黒
島
の
俳
人
茨
一
ハ
シ
リ
巨
ヤ
タ
シ
ョ
ウ
走
百
姓
瀞
政
の
時
、

純
に
就
い
た
o
後
に
終
身
禁
獄
に
鴎
せ
ら
れ
た
が
、
一
ハ
ジ
マ
サ
ミ
チ
土
師
正
遭
遇
構
図
女
郎
・
清
一
ト
の
築
録
本
で
、
天
明
三
年
か
ら
七
年
に
至
る
ま
で
、
一
百
姓
の
跨
村
を
離
れ
て
逃
亡
し
た
も
の
を
い
ふ
。
逃

二
十
二
年
特
般
に
よ
っ
て
出
獄
し
、
四
十
一
年
夜
。
一
太
夫
。
棲
弁
平
十
郎
の
子
で
、
土
師
民
始
組
消
太
夫
一
そ
の
文
靭
苧

4lT 

圃


